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平成 25 年 5 月 10 日 

各    位 

上 場 会 社 名 株 式 会 社 イ ン タ ー ト レ ー ド

代 表 者 名 代 表 取 締 役 社 長  尾 﨑  孝 博

（コード番号：3747 東証マザーズ）

（URL：http://www.itrade.co.jp）

本 社 所 在 地 東京都中央区新川一丁目 17 番 21 号

問 合 せ 先 取締役  丸山 與一 

電 話 番 号 0 3 － 4 5 4 0 － 3 0 0 2  

 

平成 25 年 9 月期第 2四半期累計期間の業績予想の修正に関するお知らせ 

 

平成 24 年 11 月 7 日に公表いたしました平成 25 年 9 月期第 2 四半期（平成 24 年 10 月 1 日～平成 25

年 3 月 31 日）の業績予想を下記のとおり修正しましたのでお知らせいたします。なお、通期の業績予

想は変更ございません。  

 

記 

 

１． 平成 25 年 9 月期第 2 四半期累計期間の業績予想数値の修正 

 

（連結） 
売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

1 株当たり 

四半期純利益

前回発表予想（A） 
百万円

1,560

百万円

30

百万円

25

百万円 

10 

円 銭

1.39

今回修正予想（B） 1,355 △16 △15 △3 △0.55

増減額（B-A） △205 △46 △40 △13 

増減率（％） △13.1 ― ― ― 

<ご参考>前期実績 

（平成 24 年 9 月期通期） 
2,811 △129 △104 7 1.06

 

（個別）         
売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

1 株当たり 

四半期純利益

前回発表予想（A） 
百万円

1,370

百万円

45

百万円

45

百万円 

40 

円 銭

5.56

今回修正予想（B） 1,264 83 83 96 13.43

増減額（B-A） △106 38 38 56 

増減率（％） △7.7 84.4 84.4 140.0 

<ご参考>前期実績 

（平成 24 年 9 月期通期） 
2,810 △26 △24 99 13.82

（注）当社は平成 25 年 4 月 1 日に株式分割（1 株を 100 株に分割）を行いました。「前回発表予想（A）」
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「今回修正予想（B）」「<ご参考>前期実績」いずれも株式分割後の株数にて 1 株当たり四半期純

利益を算出しています。 

 

２． 修正の理由 

（１）連結業績 

  外部環境の影響及び営業活動の遅れから各事業セグメントで売上高が業績予想を下回りました。 

費用面については、コスト削減を進めながらも必要な先行投資は期初の計画通りに行ったため、売

上高の未達成分をコスト削減で補うことができず、営業利益、経常利益及び四半期純利益が業績予

想を下回りました。各事業セグメントの概況は以下のとおりです。 

＜証券ソリューション事業＞  

  売上高は業績予想を下回る一方、セグメント利益は業績予想を上回りました。 

 平成 24 年 11 月の業績予想策定時点から、証券業界の投資意欲減退による売上高減少をある程度見

込んでおり、継続的にコスト削減に取り組んでまいりました。コスト削減の効果が売上高未達幅を

上回った結果、セグメント利益は業績予想を上回りました。 

＜IT ソリューション事業＞  

 売上高、セグメント利益ともに業績予想を下回りました。 

グループ経営管理ソリューションパッケージ『GROUP CATS』の複数のプロジェクトにおいて売上

を計上したものの、業績予想で織り込んでいた一部プロジェクトで開発の遅れが生じ平成 25 年 4

月以降の売上計上予定となりました。 

また MSP サービス（IT 資産の運用･監視･保守）も、第 1号案件の受注があったものの本格的な業

績への寄与は平成 25 年 4 月以降となる予定です。 

＜フードサービス事業＞  

 売上高、セグメント利益ともに業績予想を下回りました。 

業績予想策定段階では、ハナビラタケ関連製品を自社販売サイトや小売店を通して販売する予定

でしたが、製品ブランドの浸透速度や卸売単価等の要因により、計画通りに売上高を拡大すること

ができませんでした。一方で、研究開発等の先行投資は業績予想策定時点の計画通りに進めたため、

セグメント利益段階でも、売上高と近い水準の未達幅となりました。 

平成 25 年 2 月の株式会社健康プラザパル（以下、「パル」）の子会社化を契機に、パルのネッ

トワークを通しての販売活動に注力しています。 

＜自己資金運用事業＞ 

  証券ソリューション事業との相乗効果を狙い、運用手法と運用結果の相関の解析に重点を置いて

おります。平成 25 年 9 月期からは運用額を縮小しており、業績予想と実績の乖離は大きくありま

せん。 

 

（２）個別業績 

上記（１）連結業績で記載の＜証券ソリューション事業＞ と同様の理由により、業績予想との差

異が生じました。 

 

（注）業績予想数値について 

上記に記載した内容は、本リリースを公表した時点において入手可能な情報に基づき判断し

た見通しであり、不確定な要素を含んでおります。実際の業績等は、業況の変化等により、上

記予想数値と異なる場合があります。 

以上 


